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２００７年度「湖東ブロック共同宣教司牧の歩み」の評価
１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完
	①ブロック司祭団の分担
　　（含む修道者）

	草津はおもにＪ神父、彦根・長浜はＶ神父が担当。フィリッピンはＪ神父およびシスターアハタが担当。ラテンアメリカ人はＶ神父。第一日曜日はＶ神父は草津、Ｊ神父は彦根・長浜でミサをあげる。

	②司祭団と信徒との連携体制


	ミサ、秘蹟、聖書研究講座は司祭。信徒はサポート。
他に、信徒に出来るものは、評議会の合意と司祭団の承認を得て、各部が自主的に実施している。
（課題）は信徒の高齢化。種々の教会活動は退職後の信徒が行っている。若い人達は、仕事、家庭などで教会活動に割く時間がない。しかし、現在教会を支えている高齢信徒も若いときはそうであった。

	③意見交換とコンセンサス

	考え方の違いから発生する問題の程度にもよりますが、調整する機会は沢山あります。部会、各種研究会、地区集会、評議会などで役員や司祭と相談できる。


２、「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて

	①意思決定のプロセス　　

	規約の決定のプロセスに準じている。
小教区では、１回／月の評議会が機能しています。ブロック会議は１回／６ヶ月。出席者は自由に発言し協議している。

	②意見交換・意見集約方法
	共同体組織の上下、左右のコミュニケーションは会議、ミサ内でのお知らせ、研究会終了後の茶話会、地区集会、行事の計画や実施時などでの対話など沢山ある。司祭・修道者は１回／２ヶ月会合を持っている。
（課題）は３教会の規模や立地条件が異なるため、共同の活動への参加が少ない。

	③情報の共有
	掲示板やミサ時のお知らせ、評議会・部会などで伝えています。

	④小教区間の協力
	エンカウンター、安土セミナリヨ、侍者キャンプ、ウォーカソン、ブロックの運営費の分担など協力しあって行っている。また、ブロック会議で、分担が話し合われている。＊２００８年から長浜の分担金を軽減することにした。


３．「共同宣教司牧」を支える活動と学びについて

	①奉仕や福音宣教者としての意識

	福音宣教は専門教育を受けた人達のすることと考えている人が依然として多い。それでも、草津では４人の信徒が教理を教えている。また、求道者を勉強会に連れてくる人もいる。仕事や家庭の関係で、日曜のミサだけしか来られない人も多い。（課題）家庭や職場でできる福音宣教のあることを示すこと。

	②分かち合いと福音的
識別

	宣教についての分かち合いは、計画的に行っていないが、聖書研究会や地区集会の話し合いのなかで、宣教について話し合うときがある。

	③部会やグループの活動について

	部会制は活動の中心になる方たちにとっては、よく理解されている。部会自らが企画し承認を取って実施する姿にはまだなっていない。役員が企画し実施もフォローする場合が多い。

	④共同宣教司牧と秘蹟・
典礼

	ミサの参加者は草津：日曜朝8時約20名、朝10時約２００名、土曜夜約25名程度。金曜朝11時、火・水・木曜
朝7時約20名程度。彦根：約８０名、英語ミサ約９０名、スペイン語ミサ約３０名、ポルトガル語ミサ約120名。　
長浜：日本人信徒約５名程度、約40人は外国人。
共同体の規模はフィリッピン人：約７０名　ブラジル人：約１２０名　ペルー人：約６０名程度
各共同体が自主自立をモットーに、共同体のリーダがおり運営を進めている。
ミサの準備は日本語ミサの場合典礼部がするが、他の人達はミサへの参加も役割の一つ、と考えて欲しいと思う。

	⑤信仰入門・養成講座

	●「聖書研究」「入門クラス」「レジオ・マリエ」「金曜クラス」などで実施（参加者は10～20人程度）。
●ビデオ・ＤＶＤをそろえ、視聴覚教育・体験学習も充実させている。宣教にも使える。
●ミサのみ言葉と説教からも得ることが沢山ある。集中して聞くことが大切。

	⑥リーダ養成・信徒養成

	必要性は充分知っている。ミサの共同祈願の中でも召命を求める祈りを続けている。若い人達には他教会の霊的な体験をしてもらうため、キルドン教会の訪問を検討している。草津、彦根ともに教会学校を日曜のミサ後に行っている。指導は主に母親が行っている。
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